
足利基氏館跡/附 苦林野古戦場跡（東松山市） 築城年代：貞和5年（1349年）、築城者：足利基氏

　　縄張図

　　↑ 　　　　↑ 　　　　　↑
　弁天沼 　　　堀跡① 　　　　堀跡②



　　　　ここは西側の堀跡①



　　　　　堀跡はこの先で右手に回り込んでいる



　　　　　　土塁を見たところ



　　反対側の東側に来ると標柱がある/「足利基氏の塁跡」と記されている



　ここが堀跡②



奥へ進んでみる



　　　　　説明板が立っている



この館跡は足利基氏が貞治２年・天平１８年（１３６３年）に反乱を起こした、芳賀高貞（宇都宮氏の一族で下野国の豪族）と、いわゆる
「岩殿山合戦」を行なった時に布陣した場所で、本陣が置かれた可能性が高いと記されている/また、元々は地元豪族が造った館を陣地
として利用したものと記されているが、それは比企能員の館であったともされるようだ



　　物見台方向/この奥は高坂カントリークラブの敷地



　この先は、ロープが張られ、立ち入り禁止となっている



　　　さて、前方は足利基氏館跡の南西方向近くに所在する岩殿山正法寺（岩殿観音）のエリア



鐘楼が見える/鎌倉時代には、源頼朝の妻、北条政子の守り本尊として、源頼朝の庇護のもと比企能員が復興に尽力して
いると云う/この「岩殿山」のエリアで「岩殿山合戦」が行われたのであろうか
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苦林野古戦場跡(入間郡毛呂山町）

苦林野合戦は上記の「岩殿山合戦」とも言われるようで、この合戦に際し、足利基氏が築いたとされるのが足利基氏館跡（足利基氏の
塁跡）である/足利基氏は、反旗を翻した芳賀高名入道禅可の命を受けた嫡男の芳賀高貞らを討伐するために、平一揆・白旗一揆らを
引き連れて武蔵に着陣し、芳賀軍と合戦を行った/「太平記」には、これが武蔵岩殿山合戦と呼ばれる戦いで、苦林野はその主戦場で
あったと記載されている/この戦いの規模はそれほど大きくないが、中世関東の歴史の一つの転換点となった（この後、延々と続く公方
と上杉氏とのいざこざは応仁の乱に先立って関東を戦国時代へと導くのである）/この写真は、毛呂山町に所在する苦林野古戦場跡の
エリア/手前に並ぶのは神明台の庚申塔・馬頭観音 （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/Vh2UoODdWP8


ここは苦林野古戦場跡近くに所在する大類古墳群の大類1号墳（苦林古墳、観音塚古墳とも呼ばれる）/6世紀末～7世紀初頭築造の
前方後円墳/手前が前方部、奥が後円部



　これは後円部から前方部方向を見たところ



　　墳頂に説明板と「苦林野古戦場之遺跡碑」/前方奥に「苦林野合戦供養塔」が見える





「太平記」には「小塚の上に打上る・・・」という記述がある/この絵は江戸時代の新編武蔵風土記稿に描かれた苦林野図で、
前方後円墳の墳頂に石碑が見える/「村民の建し石碑かの長塚の上にあり、正面に千手観音の像を刻し・・・この地に於いて
戦えし由を彫る・・・」とあり、この長塚は苦林古墳のことであり、その石碑は苦林野合戦供養塔であると云う/苦林古墳のほか
にも多数の古墳が描かれている



　　これが「苦林野合戦供養塔」/千手観音の像が刻まれている/伝承に基づいて、江戸時代に村民の手により造立されたようだ



背面には貞治4年（1365年）6月17日にこの
地で、足利基氏と芳賀高貞ら両軍の戦いが
あったことが刻まれている（貞治2年の間違
いらしい/伝承だから・・・）



苦林野古戦場跡は中世の時代の鎌倉街道上道沿いに位置し、近くの越辺川の渡河地点には苦林宿（堂山下遺跡）が
展開していた/また、この地は大類古墳群や川角古墳群という古墳の密集地でもある



赤丸が足利基氏館跡で、四角い赤の所が苦林野古戦場跡/足利基氏館跡近くの「岩殿山」のエリアでの合戦、苦林野での合戦と広い
範囲にわたってせめぎ合いがあったのであろうか/地形的にみると足利基氏館跡から岩殿山正法寺（岩殿観音）のエリアは丘陵状に
なっていてアップダウンがきついので、合戦をするとなるとやはり平坦で広い苦林野が適していたと思われる/まだ鉄砲などの飛び道具
が無い時代なので、「ヤアヤア、我こそは・・・」と名乗ってから戦うとなると、ここが良いスチューエーションになるようだ


